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東北大学では大学入試の多様化政策の一環として誕生した 「 自由設計入試」である AO 入試制度の
利点を生かして改革を推進してきた。 高大接続改革政策の中で新たな入試制度のモデルとされたこと
もあり， 募集人員の 3割まで AO 入試を拡大することとなった。 しかしながら， 大学入試の制度設計
に必要となる経験則に照らすと， 微妙な匙加減が必要な方針である。 本稿では， 「大学入試の諸原則」
に照らしながら， 高大接続改革の下での今後の東北大学の 「AO 入試3割拡大方針」の展望を試みる。

1 東北大学における入試改革の現状
1. 1 入試設計の基本コンセプト

東北大学の学士課程入学者選抜制度（以下， 「学部入
試」と表記する） は， 一般選抜入学試験（以下， 「一般
入試」と表記する）， アドミッションズ ・ オフィス入学
言式験（以下， 「AO 入試」と表記する）， 特別選抜入学試
験（以下， 「特別入試」と表記する） に大別される。 国
立大学としてオー ソドックスな構成だが，2014 (平成

26)年度入試をもって推薦入試が全廃された後，特別
入試には募集人員が配分されていない 1)。 一般入試と
AO 入試を二ね主として学部入試が設計されているこ
とが， 東北大学の入試設計の特徴と言える。

東北大学の AO 入試は2000 (平成12) 年度に導入
された当初から 「学力重視の AO 入試」を掲げてきた
点で異彩を放つ（例えば，倉元2000)。その結果多
くの大学とは異なり， AO 入試と一般入試の間に 「求
める学生像」の大きな差別化はない。 入学後に学生が
経験する教育プログラムが入試区分別に設定されてい
ない以上， カリキュラム ・ ポリシーに鑑みても区別す
る必要性がないという事情が大きい。

一方， 東北大学の入試制度を受験生側から見た場合，
AO 入試から一般入試まで一貫して計画的な受験準備
を行うことが可能になるという利点がある。すなわち，
AO 入試で不合格になった場合でも， 無理なく一般入
試に対応できることが，受験生にとってのセイフティ ・

ネットとして作用する仕組みである。
東北大学では， 受験生を送り出す高校との関係性を

大切にし， 徐々に高校とのつながりを築いてきた。 当
初から高校の意見を取り入れながら入試制度設計の基
本コンセプトを具体的な形に落とし込んできた（国立
大学入学者選抜研究連絡協議会，2003)。
1. 2 入試の多様化政策と東北大学型AO入試

AO 入試が我が国の入試に本格的に導入された時期，
AO 入試制度は米国の大学入学者選抜制度を模したも
のという誤解が多かった。実際にはAO 入試はわが国
の伝統的な入試の多様化政策の一環として公認された

制度とみなすべきである。 国立大学の AO 入試初年度
に発表された大学審議会答申ひこ学審議会，2000) は

「アドミッション ・ オフィス入試には明確な定義はな
く， 具体的な内容は各大学の創意工夫にゆだねられて
いる(p.31)」としている。 AO 入試は 「大学による自
由設計入試（倉元，2013)」として誕生したのである。
さらに， 同答申では AO 入試に求められるものとして

「公募型」 「求める学生像の明確化」 「能力， 適性， 意
欲関心等の多面的， 相互的詔面」「高校生との相互の
コミュニケーション重視」「専門的なスタッフ等の充実」
という五つの条件（前掲書， p.33-37) を挙げながらも，
米国の大学入学者選抜制度を特徴づけるアドミッショ
ン ・ オフィサーに相当する5番目の要素が抜け落ち，

「アドミッション ・ オフィスなる機関が行うというよ
りは， 学力検査に偏ることなく， 詳細な書類審査と時
間を掛けた丁寧な面接等を組み合わせることによって、
受験生の能カ ・ 適性や学習に対する意欲、目的意識等
を総合的に判定 2) ( 下線筆者） しようとするきめ細や
かな選抜方法の一つとして受け止められている（前掲
書，p.35)」との認識が表明されていた頃元，2009)。

倉元 ・ 嘗山 ・ 西郡(2008)は大学入試の多様化政策
における 「多様化」という言葉それ自体が多義的であ
ることを指摘した。そして，その実質的な意味内容を

「選抜方法の多様化・評価尺度の多元化」「学生集団の
多様化」「受験機会の複数化」の三つの次元に整理した。

「選抜方法の多様化 ・ 詔而尺度の多元化」とは， ペ

ーパーテスト以外の選抜方法の積極的導入を意味する。
四六答申（中央教育審議会，1969/1971) から始まり，
共通第1次学力試験（以下， 「共通1次」と表記する）
の導入に結実する流れで個別試験に小論文 ・ 面接等の
導入が奨励されていった（大谷他，2017)従来からの
大学入試改革政策と軌を一にする。 わが国の大学入試
疇のお麟とでも言えるような伝統的政策である。
AO 入試を入試の多様化の一環と捉え， 選抜方法を工
夫してきた点では東北大学も他大学と同様である。

一方， 東北大学では 「学生集団の多様化」では， 一
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